
区分
学科

計

区分

専攻
生産システム
工 学 専 攻
物質工学専攻

建築学専攻

計

年度

専攻
生産システム
工 学 専 攻

物質工学専攻

建築学専攻

年度
区分 区分

学科

計

総 合 工 学 科

機 械 工 学 科 

電気情報工学科

電子制御工学科

物 質 工 学 科

建 築 学 科

27 28教育課程／専攻科 学生の概況

②
③

④

⑤

21

4

29

4

15

4

23

4

17

5

27

5

13

5

23

5

18

9

33

6

18

7

31

6

28

6

40

6

24

5

35

6

教育課程
物質工学専攻　専門科目

選択

授業科目の名称 備考
単
位
数

学年別開設単位数
講義 実験
演習の区別区分

前期 後期 前期 後期
1年 2年

専
門
科
目

必修

実験
実験
実験
講義
演習

講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
実習

4
12
2
2
2
22
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
26

2

1
1

4

2
2

2
6

2

1
1

4

2
2

4

6

1
7
2

2
2
2

8

6

1
7

2

2
2
2

8

物質工学特別研究Ⅰ
物質工学特別研究Ⅱ
物質工学特別実験
専攻英語講読
技術表現技法
修得単位数
微生物工学
基礎材料科学
高分子合成化学
化学反応工学
無機工業化学
バイオテクノロジー
環境分析化学
タンパク質工学
生物機能材料
材料化学
セラミックス
機能性材料
インターンシップ
開設単位数
修得単位数（18単位以上）

特別研究Ⅱの履修は、
特別研究Ⅰの修得を条件とする

授業科目の名称区分

一
般
選
択
科
目

専
門
共
通
科
目

専
門
科
目

人文社会分野

自然科学分野

必修

選択

必修

選択

コミュニケーション特論
日本語表現法
人文社会特論
開設単位数
修得単位数（2単位以上）
健康科学特論
応用数学特論
現代物理
開設単位数
修得単位数（2単位以上）
上級英語演習
知的財産権特論
修得単位数
応用計測工学
情報技術特論
材料デザイン工学
一般工業力学
複合社会技術論
開設単位数
修得単位数（6単位以上）
建築学特別研究Ⅰ
建築学特別研究Ⅱ
建築設計製図
創造設計実習
専攻英語講読
技術表現技法
建築・都市環境論
情報デザイン論
防災計画論
建築技術者倫理
修得単位数
地域居住空間計画
保存再生論
地域施設計画
企画デザイン論
建築構造設計演習
構造制御論
耐震構造論
構造解析学特論
材料学特論
建築構造材料実験
建築生産特論
インターンシップ
開設単位数
修得単位数（16単位以上）

備考
単
位
数

学年別開設単位数
講義 実験
演習の区別

前期 後期 前期 後期
1年 2年

建築学専攻

2
2
2
6

2
2
2
6

2
2
4
2
2
2
2
2
10

4
12
2
2
2
2
2
2
2
2
32
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
24

2

2

2
2

4

1
1
2
2
2

4

2

2

1

2

2

9
2

2

2
6

2

2
4

2
2

1
1
2

2
2
2
6

2

2
1

2

7

2

2
2
2

8

0

0

0

0

6

1

2
9

2

2
2

2

8

0

0

0

0

6

1

7

2

2

講義
講義
講義

講義
講義
講義

演習
講義

講義
講義
講義
講義
講義

実験
実験
実習
実習
講義
演習
講義
講義
講義
講義

講義
講義
講義
講義
演習
講義
講義
講義
講義
実験
講義
実習

特別研究Ⅱの履修は、
特別研究Ⅰの修得を条件とする

主として本科で履修した専門科目を基礎にしながら少人数教育体制の下でより専門的な知識や能力を育成するカリキュラム構成として
おり､学習･教育到達目標の水準は学士（工学）にふさわしいレベルの専門知識や能力を保証するという観点から設定しています｡一般科
目（教養科目）については大学レベルの教養を身につけることを目標としています｡また専門科目については建築学を専門とする技術者
の国家資格である一級建築士及び二級建築士に必要な知識･能力の修得を目標とした水準とし､各科目の授業内容を設定しています。

定員及び現員1

入学志願者数及び入学者数
本科 専攻科
2

学生の概況

457
202
2.29

82
41
2.05
81
40
2.03
110
45
2.75
78
40
1.95
401
206
2.00

57
41
1.43

志願者
入学者
倍率

2020
志願者
入学者
倍率

472
199
2.36

志願者
入学者
倍率

50
40
1.25

91
40
2.28
86
41
2.15
104
40
2.6
94
40
2.35
432
202
2.16

2019
志願者
入学者
倍率

※定員（2019-2020:各学科40人、2021-2023：200人）
　に対する倍率

2023年4月7日現在　（単位:人）

現員定員
入学定員 １学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 計

　

①

①

②

①

①

①

②

②

②

⑦

○は外国人留学生内数

12

4

4

20

15

5

5

25

13

5

5

23

28

10

10

48

定員 現員
入学
定員 １学年 ２学年

計

（単位:人）（単位:人）

志願者
入学者

2022
志願者
入学者

2023
志願者
入学者

2019
志願者
入学者

2020
志願者
入学者

2021

208

208

203

203

32

44

43

42

41

202

33

42

35

44

39

193

41

39

41

42

35

198

411

106

125

119

128

115

1004

①

①

①

①

④

出身中学校等別学生数3

＊出身地は、卒業した中学校の所在地を表す

2023年4月7日現在　（単位:人）

出身地

人数
割合（％）

①鳥取県

873　87.0％

②島根県 ③岡山県 ④広島県 ⑤兵庫県

89
8.9％

14
1.3％

18
1.8％

15
1.5％

西部
679　67.6％

中部
109　10.9％

東部
85　8.5％

出身地
人数

山口県
2

①
西部 中部 東部

在籍留学生数5
2023年4月7日現在　（単位:人）（単位:人）

学科
コース 計

国　　 名
マレーシア

学年

3年

4年

5年

1

1

2

1

1

1
3

1
1

2

1
1
1
1
1
1
1
7

インドネシア モンゴル

計

電気電子コース
電子制御工学科
建 築 学 科
機 械 工 学 科
電気情報工学科
電子制御工学科
建 築 学 科

高校等からの編入・転入者数4

学科  年度

計

機 械 工 学 科

電気情報工学科

電子制御工学科

物 質 工 学 科

建 築 学 科

2019 2020 2022 20232021

1

1

1

3

1

1

4

1

1

6

1

1

2021

472
199
2.36

457
202
2.29

395
207
1.98

395
207
1.98

志願者
入学者
倍率

2022 2023

200

40

40

40

40

40

200

大阪府
8

滋賀県
2

奈良県
2

神奈川県
2

京都府
1

出身地
人数

岐阜県
1

愛知県
3

長崎県
1

海外
1

編入生
13

留学生
7

18

5

28

5

15

5

25

5

1

1

2

2

1

7

総 合 工 学 科
機 械 工 学 科
機械システムコース
電気情報工学科
電気電子コース
電子制御工学科
情報システムコース
物 質 工 学 科
化学・バイオコース
建 築 学 科
建築デザインコース

計


